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１ 平成２４年愛知県鉱工業指数の概況 

 

 

 

 ＜生産指数＞ 

 

生産指数は 103.0 で、前年比 10.5％上昇でした。  

業種別でみると、上昇したのは輸送機械工業（105.2）が前年比 21.5％上昇、プラスチック

製品工業（114.1）が同 22.2％上昇、鉄鋼業（99.9）が同 5.3％上昇等 10 業種でした。一方、

低下したのは、はん用・生産用・業務用機械工業（109.6）が前年比 3.4％低下、食料品工業

（94.5）が同 8.3％低下、情報通信機械工業（66.2）が同 12.8％低下等 11 業種でした。  

 

＜生産者出荷指数＞ 

 

生産者出荷指数は 103.1 で、前年比 １１．１％上昇でした。  

業種別でみると、上昇したのは輸送機械工業（106.3）が前年比 21 .2％上昇、プラスチッ

ク製品工業 （110.1）が同 20.1％上昇、石油 ・石炭製品工業 （111.2）が同 3.9％上昇

等 10 業種でした。一方、低下したのは、情報通信機械工業 （53.7）が前年比

27.8％低下、食料品工業 （94.3）が同 7.3％低下、電気機械工業 （96.5）が同 5.1％

低下等 11 業種でした。  

 

＜生産者製品在庫指数＞ 

 

生産者製品在庫指数は 113.0 で、前年比 6.6％上昇でした。  

業種別でみると、上昇したのは電子部品・デバイス工業（483.8）が前年比 109.6％上昇、鉄

鋼業 （116.6）が同 6.3％上昇、情報通信機械工業 （136.3）が同 53．0％上昇等 12 業

種でした。一方、低下したのは電気機械工業 （113.6）が前年比 15.2％低下、窯業 ・土

石製品工業 （101.7）が同 2.4％低下、繊維工業 （97 .2）が同 2.5％低下等 8業種でし

た。  

 

＜生産者製品在庫率指数＞ 

 

生産者製品在庫率指数は 110.6 で、前年比 7.7％低下でした。  

業種別でみると、上昇したのは化学工業 （125.8）が前年比 17.4％上昇、電子部品 ・

デバイス工業 （277.6）が同 71.4％上昇、はん用 ・生産用 ・業務用機械工業 （99.8）

が同 10.5％上昇等 10業種でした。一方、低下したのは輸送機械工業 （102.4）が前

年比 30.2％低下、窯業 ・土石製品工業 （107.3）が同 12.0％低下、電気機械工業

（125.1）が同 14.7％低下等 10 業種でした。  
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参考  全国及び中部地域の鉱工業指数  
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２ 業種別の動向                       

 

（１） 鉄鋼業 

 

― 生産、出荷は上昇、在庫は３年連続上昇 ― 

 

生産指数は前年比 5.3％上昇の 99.9 となり、出荷指数は同 1.5％上昇の 99.4 となり、

在庫指数は同 6.3％上昇の 116 .6 となった。 

生産指数では、鋳鍛造品 (前年比 12.8％上昇 )、冷間仕上鋼材(同 5.8％上昇 )等が上

昇し、熱間圧延鋼材(同 0.7％低下 ) のみ低下した。 

出荷指数では、鋳鍛造品(前年比 10.3％上昇 )、冷間仕上鋼材 (同 6.7％上昇 )が上昇

し、鉄素製品（含、鋼半製品）(同 11.4％低下)等が低下した。 

在庫指数では、熱間圧延鋼材 (前年比 9.0％上昇 ) 、鉄素製品（含、鋼半製品） (同

9.6％上昇 )が上昇し、鋳鍛造品(同 7.7％低下)等が低下した。 
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（２） 非鉄金属工業 

 

― 生産、出荷は上昇、在庫は２年連続上昇 ― 

 

生産指数は前年比 8.1％上昇の 100.3 となり、出荷指数は同 6.3％上昇の 97.3 となり、

在庫指数は同 9.3％上昇の 128.2 となった。 

生産指数では、非鉄金属鋳物(前年比 14.8％上昇 )、非鉄金属地金 (同 4.0％上昇)が

上昇し、銅線(同 6.8％低下 ) 、伸銅・アルミニウム圧延製品(同 0.1％低下 )が低下した。 

出荷指数では、非鉄金属鋳物(前年比 14.4％上昇)、非鉄金属地金 (同 4.2％上昇)が上

昇し、伸銅・アルミニウム圧延製品(同 0.0％)が横ばい、銅線(同 20.4％低下)のみ低下した。 

在庫指数では、銅線(前年比 33.4％上昇)、伸銅・アルミニウム圧延製品(同 5.3％上昇)が

上昇し、非鉄金属地金(同 2.3％低下)のみ低下した。 
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（３） 金属製品工業 

 

― 生産、出荷は３年連続上昇、在庫は２年連続上昇 ― 

 

生産指数は前年比 3.4％上昇の 105.2 となり、出荷指数は同 2.7％上昇の 103.0 となり、

在庫指数は同 11.8％上昇の 97.8 となった。 

生産指数では、ばね(前年比 11.0％上昇) 、暖ちゅう房熱機器(同 1.6％上昇)等が上昇し、

その他の金属製品(同 1.1％低下)のみ低下した。 

出荷指数では、ばね(前年比 10.8％上昇) 、建設用金属製品(同 5.0％上昇)等が上昇し、

その他の金属製品(同 0.5％低下)等が低下した。 

在庫指数では、暖ちゅう房熱機器(前年比 17.6％) 、その他の金属製品(同 4.0％)が上昇

し、ばね(同 1.7％低下) 、建築用金属製品(同 8.5％低下)が低下した。 
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（４） はん用・生産用・業務用機械工業 

 

― 生産、出荷は低下、在庫は２年連続上昇 ― 

 

生産指数は前年比 3.4％低下の 109.6 となり、出荷指数は同 0.6％低下の 111.9 となり、

在庫指数は同 7.0％上昇の 115.6 となった。 

生産指数では、冷凍機・同応用製品(前年比 8.8％上昇)、はん用機械器具部品(同 3.6％

上昇)等が上昇し、産業用ロボット（同 15.8％低下）等が低下した。 

出荷指数では、冷凍機・同応用製品(前年比 9.1％上昇)、はん用機械器具部品(同 3.6％

上昇)等が上昇し、繊維機械（同 27.5％低下）等が低下した。 

在庫指数では、機械工具(前年比 29.4％上昇)、金属工作機械(同 14.8％上昇)等が上昇

し、特殊産業機械(同 24.8％低下)等が低下した。 
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（５） 電子部品・デバイス工業 

 

― 生産は２年連続低下、出荷は上昇、在庫は２年連続上昇 ― 

 

生産指数は前年比 6.7％低下の 84.2 となり、出荷指数は同 8.0％上昇の 97.1 となり、在

庫指数は同 109.6％上昇の 483.8 となった。 

生産指数では、半導体素子・集積回路(前年比 22.6％上昇) が上昇し、 電子部品(同

19.9％低下)が低下した。 

出荷指数では、半導体素子・集積回路(前年比 23.7％上昇) が上昇し、 電子部品(同

15.4％低下)が低下した。 

在庫指数では、電子部品 (前年比 112.9％上昇) が上昇し、半導体素子・集積回路(同

0.0％) は横ばい。 
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（６） 電気機械工業 

 

― 生産、出荷、在庫ともに低下 ― 

 

生産指数は前年比 5.6％低下の 96.9 となり、出荷指数は同 5.1％低下の 96.5 となり、在

庫指数は同 15.2％低下の 113.6 となった。 

生産指数では、開閉制御装置・機器 (前年比 6.2％上昇)のみ上昇し、静止電気機械(同

17.8％低下)等が低下した。 

出荷指数では、開閉制御装置・機器 (前年比 5.5％上昇)のみ上昇し、静止電気機械(同

18.8％低下)等が低下した。 

在庫指数では、民生用電気機械(前年比 17.0％低下)等が低下した。 
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（７） 情報通信機械工業 

― 生産、出荷は２年連続低下、在庫は上昇 ― 

 

生産指数は前年比 12.8％低下の 66.2 となり、出荷指数は同 27.8％低下の 53.7 となり、

在庫指数は同 53.0％上昇の 136.3 となった。 

生産指数では、民生用電子機械 (前年比 16.5％低下)が低下した。 

出荷指数では、民生用電子機械 (前年比 33.9％低下)が低下した。 
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（８） 輸送機械工業 

 

― 生産、出荷は上昇、在庫も４年連続上昇 ― 

 

生産指数は前年比 21.5％上昇の 105.2 となり、出荷指数は同 21.2％上昇の 106.3 となり、

在庫指数は同 3.4％上昇の 106.0 となった。 

生産指数では、自動車部品(前年比 20.9％上昇)、乗用車(同 24.8％上昇)等が上昇し、

その他の輸送機械(同 3.6％低下)のみ低下した。 

出荷指数では、自動車部品(前年比 21.0％上昇)、乗用車(同 24.6％上昇)等が上昇し、

その他の輸送機械(同 3.5％低下)のみ低下した。 

在庫指数では、乗用車(前年比 10.6％上昇)のみ上昇し、自動車部品(同 34.1％低下)等

が低下した。 
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（９） 窯業・土石製品工業 

 

― 生産、出荷は上昇、在庫は低下― 

 

生産指数は前年比 5.1％上昇の 94.8 となり、出荷指数は同 6.5％上昇の 96.7 となり、在

庫指数は同 2.4％低下の 101.7 となった。 

生産指数では、ガラス・同製品 (前年比 14.7％上昇)、 ファインセラミックス(同 8.3％上昇)

が上昇し、陶磁器（同 7.4％低下）等が低下した。 

出荷指数では、ガラス・同製品(前年比 11.0％上昇)、 ファインセラミックス(同 8.2％上昇)

等が上昇し、瓦（同 10.0％低下）等が低下した。 

在庫指数では、セメント製品(前年比 16.1％上昇)のみ上昇し、ガラス・同製品(同 6.3％低

下)等が低下した。 
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（１０） 化学工業 

 

― 生産、出荷は３年連続の上昇、在庫も２年連続の上昇 ― 

 

生産指数は前年比 3.6％上昇の 110.2 となり、出荷指数は同 2.2％上昇の 107.6 となり、

在庫指数は同 6.1％上昇の 114.9 となった。 

生産指数では、医薬品 (前年比 9.6％上昇)、 塗料・印刷インキ(同 3.9％上昇)等が上昇

し、石けん・合成洗剤・界面活性剤(同 15.8％低下)等が低下した。 

出荷指数では、医薬品(前年比 8.3％上昇) 、プラスチック (同 5.0％上昇)等が上昇し、

石けん・合成洗剤・界面活性剤(同 15.7％低下)等が低下した。 

在庫指数では、無機薬品(前年比 19.6％上昇)、化粧品(同 7.7％上昇）等が上昇し、プラ

スチック(同 7.5％低下)等が低下した。 
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（１１）  石油・石炭製品工業 

 

― 生産、出荷は３年連続上昇、在庫は２年連続上昇 ― 

 

生産指数は前年比 4.4％上昇の 109.8 となり、出荷指数は同 3.9％上昇の 111.2 となり、

在庫指数は同 20.8％上昇の 134.2 となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

- 16 - 

（１２） プラスチック製品工業 

 

― 生産、出荷は上昇、在庫は低下 ― 

 

生産指数は前年比 22.2％上昇の 114.1 となり、出荷指数は同 20.1％上昇の 110.1 となり、

在庫指数は同 0.4％低下の 103.1 となった。 
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（１３） パルプ・紙・紙加工品工業 

 

― 生産は低下、出荷、在庫は２年連続低下 ― 

 

生産指数は前年比 4.2％低下の 96.1 となり、出荷指数は同 7.2％低下の 91.8 となり、在

庫指数は同 16.8％低下の 70.0 となった。 

生産指数では、紙加工品(前年比 1.0％低下)が低下した。 

出荷指数では、紙加工品(前年比 2.7％低下)が低下した。 

在庫指数では、紙加工品 (前年比 13.1％上昇)が上昇した。 
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（１４） 繊維工業 

 

― 生産は低下、出荷は２年連続低下、在庫も低下 ― 

 

生産指数は前年比 4.5％低下の 96.4 となり、出荷指数は同 2.5％低下の 93.6 となり、在

庫指数は同 2.5％低下の 97.2 となった。 

生産指数では、ニット・繊維二次製品 (前年比 3.7％上昇) のみが上昇、染色整理 (同

8.4％低下)等が低下した。 

出荷指数では、ニット・繊維二次製品 (前年比 1.5％上昇 ) のみが上昇、毛織物  (同

18.2％低下)等が低下した。 

在庫指数では、ニット・繊維二次製品(前年比 14.7％上昇)、織物(同 6.1％上昇)等が上昇

し、化学繊維 (同 8.1％低下)等が低下した。 
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（１５） 食料品工業 

 

― 生産、出荷は低下、在庫は上昇 ― 

 

生産指数は前年比 8.3％低下の 94.5 となり、出荷指数は同 7.3％低下の 94.3 となり、在

庫指数は同 2.9％上昇の 87.8 となった。 

生産指数では、飲料(前年比 11.0％低下)等が低下した。 

出荷指数では、飲料(前年比 11.8％低下)等が低下した。 

在庫指数では、その他の食料品 (前年比 4.3％上昇) 、飲料 (同 10.5％上昇)が上昇し、

飼料(同 3.5％低下)等が低下した。 
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（１６） その他工業 

 

― 生産、出荷は上昇、在庫は低下 ― 

 

生産指数は前年比 0.2％上昇の 88.1 となり、出荷指数は同 2.3％上昇の 90.2 となり、在

庫指数は同 3.3％低下の 103.2 となった。 

生産指数では、ゴム製品工業(前年比 3.5％上昇)、その他製品工業(同 1.7％上昇)が上

昇し、家具工業(同 4.0％低下)等が低下した。 

出荷指数では、ゴム製品工業(前年比 7.9％上昇) のみ上昇し、家具工業(同 5.3％低下)

等が低下した。 

在庫指数では、 木材・木製品工業(前年比 0.2％上昇) のみ上昇し、家具工業(同 5.6％

低下) 等が低下した。 
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（１７） 鉱 業 

 

― 生産、出荷は低下、在庫は上昇 ― 

 

生産指数は前年比 5.9％低下の 97.4 となり、出荷指数は同 6.0％低下の 97.7 となり、在

庫指数は同 2.4％上昇の 92.4 となった。 
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３ 財別の出荷動向                          

 

生産者出荷指数は前年比 11.1％上昇の 103.1 でした。 

これを、製品の経済的用途に着目して分類した財別生産者出荷指数でみると、最終需要

に向けられる最終需要財は前年比 7.2％上昇の 99.7、生産活動に再投入される生産財は同

13.4％上昇の 105.0 でした。 

最終需要財の内訳をみると、資本形成に向けられる投資財のうち、設備投資となる資本財

は前年比 3.9％上昇の 104.2、建設投資に向けられる建設財は同 2.6％上昇の 103.6でした。

また、主として家計で消費する消費財は前年比 10.3％上昇の 96.2 でした。 

 

 

 

 

 

 


